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トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

IoT/AIコース 修了制作

スマートエスイー：スマートシステム＆サービスおよびDX推進を担う人材の産学連携育成

スマートホームデバイスを用いた
リモートワークサポートの検討
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リモートワークを取り巻く住環境のギャップと要求整理

システム概要

背景・課題 手法・ツールの適用による解決

リモートワークが定着したが労働環境衛生につい
ては事業所での業務を前提としており従業員個
人が意識することが少なかった。日本の住居にお
ける労働環境のモニタリングについては統一した
規格もなく実態として個人の責任となっている。

コスト低減手法の検討を念頭に社用デバイスを
想定しつつ宅内の環境モニタリングの手法を調
査した。
・持ち運び可能なIoTデバイスへのアドオン
・クラウドでデータを管理
・既存家電センサーの活用

住宅性能

作業管理

作業環境環境

健康管理

MVP:住環境センサーで入力データ収集

宅内の環境情報を在
宅勤務企業以外も使
用したいのでは

自作センサー部(RasberryPi )：温度・湿度・明るさ
・二酸化炭素・アンモニア・物体検知結果をサーバ
に送信（日本語の音声識別機能付き）

家電：火災報知機、エアコンの温度センサーなど

自作センサー部＋既存家電センサー

まとめ・課題・今後の展望
■課題
日本の家屋における断熱性能や通気性など住
宅品質に関わるデータを収集するにはセンサ
ーが必要でコストがかかる
■課題解決への展望
宅内には火災報知機やエアコンなどの共用で
きそうなセンサーデータがあるのでデータ変換
や標準化などで共用できそう
■まとめ
新築住宅だけではなく大規模修繕など参考情
報のために、今後は長期的な視野でデータ駆
動型の住宅品質関連データを収集する仕組み
とそのデータを相互に（みんなで）共有していき
たい

サーバ

宅内センサ
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